
令和5年度シラバス 歯科衛生士科
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自由記載

備考

なし

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

最新 歯科衛生士教本　小児歯科学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

最新 歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論 第２版 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

最新 歯科衛生士教本　保健生態学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

平常点 40% 授業態度、媒体作製への取り組みを評価する。　（赤尾30％）（宮﨑10％）

その他

レポート・課題 20% （赤尾）

小テスト

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

筆記試験 40% （宮﨑）

地域歯科保健活動における健康教育②

保育所における健康教育準備

保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成

高齢者施設に向けての媒体作成

高齢者施設に向けての媒体発表

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

地域歯科保健活動における健康教育① 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

高齢者施設に向けての媒体作成 保育所における健康教育準備

授業の到達目標

授業計画

内容

1.健康教育の対象と場の特徴を説明できる。
2.高齢者施設に向けてグループ内の役割を決めることがで
きる。
3.高齢者施設の素案を作成することができる。
4.高齢者施設の媒体を作成することができる。
5.健康教育の評価を説明できる。
6.健康教育活動の方法を説明できる。

7.健康教育の内容を説明できる。
8.健康教育活動の工夫と留意点を説明できる。
9.健康教育活動の方法を説明できる。
10.健康教育の評価を説明できる。
11.集団・組織・地域の実態が把握できる。
12.対象者の特性と口腔保健ニーズの把握ができる。

13.保育所、幼稚園（乳幼児）、認定こども園の口腔保健の
実態が把握できる。
14.保育所、幼稚園（乳幼児）、認定こども園を対象とした
健康教育ができる。
15.介護施設・障害者施設等における健康教育ができる。

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

歯科保健指導Ⅳ 講義・演習
赤尾　綾子・宮﨑　歌苗・三村　明美
八尾　典江

授業の目的・概要

１.健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・ セ
ルフケア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態度を習得する。
２.健康教育活動の場で指導するために、必要な専門知識、技術および態度を習得する。

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

45 23 回 2 年次 後期


